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１０．「多良間県立自然公園（平成２３年３月２９日指定）」に見る生物多様性 

主な「指定理由」を以下に示す。 

〇多良間村（多良間島・水納島）の沿岸部においては、

多種多様な海洋生物が見られるサンゴ礁が発達し、優

れた海中景観を特徴とする。 

〇陸上部においては、石灰岩自然植生を基調とした植

生が発達し、地形景観とともに風致性を高めている。

多良間島には、県内に残された貴重な抱護やフクギ等

の大木が広範囲に広がる自然豊かな森が残されている。 

〇文化的には、国指定の史跡が 1 件 3 ヵ所、県指定の史跡が 2 か所、県指定天然記念物

としての植物群落が 5 カ所、村指定天然記念物が 6 カ所存在し、さらに国、県、村合わ

せて 65件の文化財指定がなされている。特に、国指定重要無形民俗文化財の指定を受け

た「多良間の豊年祭」は、400 年に近い伝統を保つ国内外に誇る重要な祭祀である。 

〇以上のように、多良間村は、亜熱帯の優れた風致景観と生物多様性豊かな自然環境を

有しており、地域の自然的、社会的諸条件に配慮しながら、これらの保護と適正な利用

の促進を図っていくため、多良間村の陸域及び周辺海域いついて、沖縄県立自然公園と

して指定された。 

①陸域生物 

 《植生》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




